
はじめに
ゲンゴロウ科 Dytiscidaeはコガシラミズムシ科

Haliplidae，コツブゲンゴロウ科Noteridae，ミズス

マシ科Gyrinidaeなどとともに水生食肉亜目と称さ

れる甲虫である．世界に約１０亜科１３０属４０００種，

日本では５亜科３１属１２４種３亜種が確認されてい

る（Nilsson，２００１；森・北山，２００２；上手ほか，

２００３；Kamite et al .,２００５）．成虫，幼虫ともに水生

であり，水の抵抗を極力抑えた流線形の体型，遊

泳毛の存在，また成虫に見られる遊泳に適したオー

ル状の後脚など甲虫目の中ではもっとも水中生活

に適応したグループである．

ゲンゴロウ亜科は中型～大型で，日本において

ハイイロゲンゴロウ属 Eretes，シマゲンゴロウ属

Hydaticus，マダラゲンゴロウ属 Rhantaticus，マル

ガタゲンゴロウ属Graphoderus，メススジゲンゴロ

ウ属 Acilius，ゲンゴロウ属 Cybister，ゲンゴロウモ

ドキ属 Dytiscus の７属２４種１亜種が記録されてい

る（森・北山，２００２）．多くの種は水田や池沼など

の止水域に生息しているが，ハイイロゲンゴロウ

のように，荒地の水溜り，貯水槽，プールなどに

おいても見られる種や，ホンシュウオオイチモン

ジシマゲンゴロウのように，道路の轍にできた水

溜りや，弱い流れのあるところから得られる種も

知られている．またゲンゴロウ属やゲンゴロウモ

ドキ属に属する大型種は，淡水魚の養殖に重大な

被害をおよぼす一方，ゲンゴロウ属は，東南アジ

アや中国などでは食料として利用されるなど，人

間生活との関わりの深い種が含まれている．さら

にゲンゴロウ亜科の種は，大形で比較的知られた

種が多い上，水質の有機汚濁や農薬などによる汚

染，生息環境の改変などの人為的な影響を強く受

けているため，環境保全学的研究の対象となる種

が多い．幼虫期の分類学的知見については，これ

までにまとまった資料が少ないこともあり，保全

生態学的立場の研究者や環境アセスメント業界の
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図１－１２ 全形写真．１，ハイイロゲンゴロウ；２，オオシマゲンゴロウ；３，シマゲンゴロウ；４，オキナワスジゲンゴロ
ウ；５，オオイチモンジシマゲンゴロウ；６，リュウキュウオオイチモンジシマゲンゴロウ；７，コシマゲンゴロウ；８，ウ
スイロシマゲンゴロウ；９，マルガタゲンゴロウ；１０，カラフトマルガタゲンゴロウ；１１，メススジゲンゴロウ；１２，ヤ
シャゲンゴロウ．
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図１３－２２ 全形写真（図２１のみ全形図）．１３，クロゲンゴロウ；１４，トビイロゲンゴロウ；１５，コガタノゲンゴロウ；
１６，マルコガタノゲンゴロウ；１７，フチトリゲンゴロウ；１８，ヒメフチトリゲンゴロウ；１９，ゲンゴロウ；２０，シャープ
ゲンゴロウモドキ；２１，エゾゲンゴロウモドキ（Kamite，２００３より引用）；２２，ゲンゴロウモドキ．
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方からもその総括的な資料が嘱望されている．ま

た環境省が平成１９年８月３日に公表したレッドリ

ストには，ゲンゴロウ亜科に属する２４種のうち半

数の１２種が掲載されており，湿地環境保全の指標

種としての重要性も顕著な分類群であると言える．

筆者はスジゲンゴロウ，マダラシマゲンゴロウ，

マダラゲンゴロウを除く６属２１種１亜種の終齢幼

虫に関して外部形態の比較を行い，その結果，頭

部，前胸腹板，尾突起などが属や種を区別するた

めのメルクマールとして重要な形質であることを

確認した．また実際に飼育を試みることや飼育標

本を譲りうける事によって，幼虫と成虫の関連付

けや齢期の把握をより正確に行うよう努めた．

本報告ではゲンゴロウ亜科各属，各種の簡単な

記載と検索表を作成し，過去の論文に関しても筆

者の手元にある文献に関しては，なるべく紹介す

図２３－３２ 頭部．２３，ハイイロゲンゴロウ；２４，オオシマゲンゴロウ；２５，シマゲンゴロウ；２６，オキナワスジゲンゴロ
ウ；２７，オオイチモンジシマゲンゴロウ；２８，リュウキュウオオイチモンジシマゲンゴロウ；２９，コシマゲンゴロウ；
３０，ウスイロシマゲンゴロウ；３１，マルガタゲンゴロウ；３２，カラフトマルガタゲンゴロウ．
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るよう心がけた．なおマダラゲンゴロウに関して

は Bertrand（１９２８，１９７２）に部分図が記載されてい

る．本種は外見上マルガタゲンゴロウ属やメスス

ジゲンゴロウ属に似ているが，マルガタゲンゴロ

ウ属とは前胸腹板の幅がより細いこと，メススジ

ゲンゴロウ属とは下唇の唇舌が単純であることに

よって区別できるようである．また日本産水生甲

虫のゲンゴロウ亜科までの検索は，佐藤・吉富

（２００５）に詳しいので，そちらも合わせて参考され

たい．

日本産ゲンゴロウ亜科幼虫の解説

ゲンゴロウ亜科

Dytiscinae

体型は細長い紡錘形．単眼は６対．触角は６９

節で細長い．大腮は鎌形．小腮鬚は５９節，下唇

図３３－４１ 頭部．３３，メススジゲンゴロウ；３４，ヤシャゲンゴロウ；３５，クロゲンゴロウ；３６，トビイロゲンゴロウ；３７，
コガタノゲンゴロウ；３８，マルコガタノゲンゴロウ；３９，フチトリゲンゴロウ；４０，ヒメフチトリゲンゴロウ；４１，ゲン
ゴロウ．

３３３３ ３３５５３３４４

３３７７３３６６ ３３８８

４４００ ４４１１３３９９
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図４２－４３ 頭楯前縁の毛．４２，シマゲンゴロウ；４３，コシマゲンゴロウ．
図４４－４５ 小腮．４４，ウスイロシマゲンゴロウ；４５，カラフトマルガタゲンゴロウ．
図４６－５２ 下唇．４６，ハイイロゲンゴロウ；４７，オオシマゲンゴロウ；４８，シマゲンゴロウ；４９，オキナワスジゲンゴロ
ウ；５０，オオイチモンジシマゲンゴロウ；５１，リュウキュウオオイチモンジシマゲンゴロウ；５２，コシマゲンゴロウ．

４４２２ ４４３３

４４４４ ４４５５ ４４６６

４４７７ ４４９９４４８８

５５００ ５５１１ ５５２２
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図５３－５８ 下唇．５３，ウスイロシマゲンゴロウ；５４，マルガタゲンゴロウ；５５，カラフトマルガタゲンゴロウ；５６，メス
スジゲンゴロウ；５７，シャープゲンゴロウモドキ（Kamite，２００３より引用）；５８，ゲンゴロウモドキ（Kamite，２００３
より引用）．
図５９－６１ 前胸腹板．５９，シマゲンゴロウ；６０，コシマゲンゴロウ；６１，カラフトマルガタゲンゴロウ．

５５３３ ５５５５５５４４

５５６６ ５５７７ ５５８８

６６００ ６６１１５５９９
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図６２－６５ 前胸腹板．６２，メススジゲンゴロウ；６３，ヒメフチトリゲンゴロウ；６４，シャープゲンゴロウモドキ（Ka-
mite，２００３より引用）；６５，ゲンゴロウモドキ（Kamite，２００３より引用）．
図６６，６７ 後脚．６６，シャープゲンゴロウモドキ（Kamite，２００３より引用）；６７，エゾゲンゴロウモドキ（Kamite，２００３
より引用）．
図６８，６９ 尾突起．６８，カラフトマルガタゲンゴロウ；６９，シャープゲンゴロウモドキ（Kamite，２００３より引用）．

６６２２ ６６４４６６３３

６６５５ ６６８８ ６６９９

６６６６

６６７７
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鬚は２４節で共に細長い．通常２本の尾突起をそ

なえるが，ゲンゴロウ属では消失する．またゲン

ゴロウモドキ属では遊泳毛をそなえる．脚は細

長い．

ゲンゴロウ亜科幼虫の属や種の検索に関するあ

る程度まとまった資料としては Bertrand（１９２８，

１９７２），中川（１９５４），福田ほか（１９５９），Nilsson

（１９８２），Klausnitzer（１９９１），Nakanishi（２０００）な

どがある．特にNakanishi（２０００）は故中西秀治氏

が修士論文として発表された非常に質の高い論文

である．日本産ゲンゴロウ亜科４属１０種に関する

詳細な記載をしており，筆者もこの論文を参考に

した部分が大きい．またBertrand（１９７２），Nilsson

（１９８２）およびKlausnitzer（１９９１）は多くの内容が

過去の論文をまとめたものである．本来ならばそ

の元になる論文も取り上げるべきだが，そのすべ

てにはあたりきれていないので，これらの論文も

本文の各論の中で取り上げることにした．なお都

築ほか（１９９９；その後改訂版も出版されている）

にはゲンゴロウ亜科に属するさまざまな種の飼育

方法が載っているので，飼育を試みる方には大変

便利な本である．

日本産ゲンゴロウ亜科（終齢幼虫）の

属への検索表

１（２）頭頂部は歯状化しW字型となる（図３５４１）．

前胸腹板は２片に分かれる（図６３）．尾突起

は消失する． …………………ゲンゴロウ属

２（１）頭頂部は歯状化せず単純（図２３３４）．前胸

腹板は１片（図５９６２，６４，６５）．明瞭な２本

の尾突起をそなえる．………………………３

３（４）唇舌を欠く（図５７，５８）．尾突起は遊泳毛をそ

なえる（図６９）． ……ゲンゴロウモドキ属

４（３）唇舌をそなえる（図４６５６）．尾突起は遊泳

毛を欠く（図６８）．…………………………５

５（６）小腮外葉は細長い（図４４）．

……………………………シマゲンゴロウ属

６（５）小腮外葉は広い（図４５）．…………………７

７（６）唇舌は短く，先端には４本のトゲをそなえる

（図４６）．……………ハイイロゲンゴロウ属

８（７）唇舌は長く，先端のトゲを欠く（図５４５６）．

…………………………………………………９

９（１０）唇舌は２岐する（図５６）．前胸腹板はより幅

狭い（図６２）． ……メススジゲンゴロウ属

１０（９）唇舌は単純（図５４，５５）．前胸腹板はより幅

広い（図６１）． ……マルガタゲンゴロウ属

ハイイロゲンゴロウ属および

ハイイロゲンゴロウの解説

ハイイロゲンゴロウ属

Eretes Castelnau

触角基部付近に見られる２個の単眼は非常に大

きい．触角は６節で，第１節がもっとも長く，第

２節および第４節がもっとも短い．小腮外葉はほぼ

長方形で，上端には２本の鎌状突起および小腮鬚

をそなえる．小腮鬚は６節で，第２節がもっとも

長く，第３節および第５節がもっとも短い．下唇

鬚は２節で，第１節がやや長い．唇舌は単純で短

い．各脚の腿節，脛節および�節，腹部第７節お
よび第８節に遊泳毛をそなえる．

ハイイロゲンゴロウに関する過去の記載として

は，Bertrand（１９２８，１９７２），De Marzo（１９７７，

１９７９），Nilsson（１９８８），Nakanishi（２０００）などが

ある．

ハイイロゲンゴロウ

Eretes sticticus（Linnaeus）

（図１，２３，４６）

体長１６．８２２．２mm．背面は灰褐色から褐色であ

るが，頭部は黄褐色から褐色．黒色斑点を散布す

る．腹面は白色もしくは灰白色．ただし頭部，前

胸，腹部第７節および第８節の硬化した部分は黄

褐色もしくは褐色．脚は黄褐色もしくは白色．頭

部は亜三角形，頭楯前縁には先端の尖った毛をそ

なえる．前胸腹板はやや縦長．尾突起は短く，腹

部第８節の１／２程度．

分布 北海道，本州，四国，九州，南西諸島．

国外では中国，東南アジア，インド，ヨーロッパ，

北アフリカ，オーストラリア，北アメリカなど広

域に分布．

日本産シマゲンゴロウ属および各種の解説

シマゲンゴロウ属

Hydaticus Leach

日本産ゲンゴロウ亜科幼虫概説
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単眼はいずれも小さい．触角は６節で，第１節

がもっとも長く，第６節がもっとも短い．小腮の

外葉は細長く，上端には小突起および小腮鬚をそ

なえる．小腮鬚は６節で，第２節がもっとも長く，

第１節，第３節および第５節がほぼ同長でもっと

も短い．下唇鬚は２節で，第１節が長い．各脚の

腿節，脛節および�節，腹部第７節および第８節
に遊泳毛をそなえる．日本産の多くの種は下唇の

形態により容易に区別できるが，一部区別の難し

い種もある．

シマゲンゴロウ属に関する過去の記載としては，

オオシマゲンゴロウを扱った Nilsson（１９８２，

１９８８），コシマゲンゴロウを扱った Bertrand

（１９７２），Galewski（１９７５），Klausnitzer（１９９１），シ

マゲンゴロウおよびコシマゲンゴロウを扱った福

田ほか（１９５９），スジゲンゴロウの２齢幼虫を扱っ

た森岡（１９５３），シマゲンゴロウ，オキナワスジゲ

ンゴロウ，リュウキュウオオイチモンジシマゲン

ゴロウ，コシマゲンゴロウおよびウスイロシマゲ

ンゴロウの５種を扱ったNakanishi（２０００）などが

ある．またリュウキュウオオイチモンジシマゲン

ゴロウの野外および飼育観察記録として西田

（１９９９，２０００）がある．

オオシマゲンゴロウ

Hydaticus aruspex Clark

（図２，２４，４７）

体長１７．８２２．５mm．背面は黄褐色から暗褐色

で，黒色斑点は不明瞭．前胸から腹部第８節の中

央部には白色の条線をそなえる．側面および腹面

は白色もしくは灰白色．ただし頭部，前胸，腹部

第７節および第８節の硬化した部分は黄褐色から

暗褐色を帯びる．脚は黄褐色．頭部は亜三角形で，

頭楯前縁には棍棒状の毛をそなえる．２本の唇舌は

中央からやや離れ，先端部は丸い．前胸腹板は縦長．

分布 北海道，本州（青森県）．国外ではロシ

ア，北アメリカなど．

シマゲンゴロウ

Hydaticus bowringii Clark

（図３，２５，４２，４８，５９）

体長２４．４３２．７mm．背面は黄褐色から暗褐色

で，黒色斑点を散布する．前胸から腹部第８節の

中央部には白色の条線をそなえる．側面および腹

面は白色もしくは灰白色．ただし頭部，前胸，腹

部第７節および第８節の硬化した部分は黄褐色か

ら暗褐色を帯びる．脚は黄褐色．頭部は亜三角形

で，頭楯前縁には先端の尖った毛をそなえる．２本

の唇舌は大きく，棘状．前胸腹板は横長．

分布 北海道，本州，四国，九州，南西諸島（ト

カラ中ノ島，宝島）．国外では朝鮮半島，中国，台

湾など．

オキナワスジゲンゴロウ

Hydaticus vittatus（Fabricius）

（図４，２６，４９）

体長２４．０３２．３mm．背面は暗褐色で，黒色斑点

を散布する．前胸から腹部第８節の中央部には白

色の条線をそなえる．側面および腹面は白色．た

だし頭部，前胸，腹部第７節および第８節の硬化

した部分は黄褐色を帯びる．脚は黄褐色．頭部は

亜三角形で，頭楯前縁には先端の尖った毛をそな

える．２本の唇舌は大きく，下唇鬚第１節の半分ま

で達する．前胸腹板は横長．

分布 九州（屋久島），南西諸島．国外では中

国，台湾，東南アジアなど．

オオイチモンジシマゲンゴロウ

Hydaticus pacificus conspersus Regimbart

（図５，２７，５０）

体長２２．８２６．６mm．背面は黄褐色から暗褐色

で，黒色斑点は不明瞭．前胸から腹部第８節の中

央部には白色の条線をそなえる．側面および腹面

は白色もしくは灰白色．ただし頭部，前胸，腹部

第７節および第８節の硬化した部分は黄褐色から

暗褐色を帯びる．脚は黄褐色．頭部は亜方形で，

頭楯前縁には棍棒状の毛をそなえる．唇舌は３叉

であるが，中央の突起は短く，一見２叉状に見え

る．前胸腹板は縦長．

分布 本州．基亜種 H. p. pacificusは東南アジア

に広く分布．

リュウキュウオオイチモンジシマゲンゴロウ

Hydaticus pacificus sakishimanus Nakane

上 手 雄 貴

１３４



（図６，２８，５１）

体長１７．８２３．２mm．本亜種は前亜種に大変よく

似るが，前亜種よりもより小型であること，前亜

種ほど頭部が横長ではないことにより区別できる．

分布 南西諸島（沖縄本島，石垣島，西表島）．

コシマゲンゴロウ

Hydaticus grammicus（Germar）

（図７，２９，４３，５２，６０）

体長１６．８２０．１mm．背面は黄褐色から暗褐色

で，黒色斑点を散布する．中央部の白色条線は不

明瞭．側面および腹面は白色もしくは灰白色．た

だし頭部，前胸，腹部第７節および第８節の硬化

した部分は黄褐色から暗褐色を帯びる．脚は黄褐

色．頭部は亜三角形で，頭楯前縁には棍棒状の毛

をそなえる．唇舌は３叉状となり，いずれの突起

も短い．前胸腹板は縦長．

分布 北海道，本州，四国，九州．国外では朝

鮮半島，中国，ヨーロッパなど．

ウスイロシマゲンゴロウ

Hydaticus rhantoides Sharp

（図８，３０，４４，５３）

体長１５．６２０．８mm．背面は黄褐色から暗褐色

で，黒色斑点は痕跡程度．中央部の白色条線は不

明瞭．側面および腹面は白色もしくは灰白色．た

だし頭部，前胸，腹部第７節および第８節の硬化

した部分は黄褐色から暗褐色を帯びる．脚は黄褐

色．頭部は亜三角形で，頭楯前縁には棍棒状の毛

をそなえる．唇舌は３叉状となり，いずれの突起

も非常に短い．前胸腹板は縦長．

分布 本州，四国，九州，南西諸島．国外では

中国，台湾，東南アジアなど．

日本産シマゲンゴロウ属（終齢幼虫）の

種への検索表

１（２）頭楯前縁の毛の先端は尖る（図４２）．唇舌は

大きく，棘状となる（図４８，４９）．前胸腹板

は横長（図５９）．尾突起は短く，腹部第８節

の１／２程度．

………………………………………………３

２（１）頭楯前縁の毛の先端は丸い（図４３）．唇舌は

より小さく，先端部は尖らない（図４７，５０

５３）．前胸腹板は縦長（図６０）．尾突起は長

く，腹部第８節とほぼ同長かやや短い．

………………………………………………５

３（４）頭部は大型．（頭長２．７５３．００mm：頭幅３．２０

３．５０mm）．下唇鬚第１節は唇舌の長さの２

倍を明らかにこえる（図４８）．国内では北海

道，本州，四国，九州，南西諸島（トカラ中

ノ島，宝島）に分布． ……シマゲンゴロウ

４（３）頭部は小型．（頭長２．５０mm：頭幅２．７３２．８０

mm）．下唇鬚第１節は唇舌の長さの２倍程度

（図４９）．国内では九州（屋久島），南西諸島

に分布． …………オキナワスジゲンゴロウ

５（６）２岐した唇舌はそれぞれ中央からやや離れる

（図４７）．………………オオシマゲンゴロウ

６（５）唇舌は中央付近に存在する（図５０５３）．

………………………………………………７

７（８）頭部は亜方形（図２７，２８）．唇舌は比較的長い

（図５０，５１）． ………………………………９

８（７）頭部は亜三角形（図２９，３０）．唇舌は短い

（図５２，５３）．………………………………１１

９（１０）頭部はより幅が広い（頭幅３．０８３．３３mm，

図２７）．本州にのみ分布．

……………オオイチモンジシマゲンゴロウ

１０（９）頭部はより幅が狭い（頭幅２．８２３．００mm，

図２８）．南西諸島（沖縄本島，石垣島，西表

島）にのみ分布．

……リュウキュウオオイチモンジシマゲンゴロウ

１１（１２）唇舌はより長い（図５２）．

……………………………コシマゲンゴロウ

１２（１１）唇舌はより短い（図５３）．

……………………ウスイロシマゲンゴロウ

日本産マルガタゲンゴロウ属および各種の解説

マルガタゲンゴロウ属

Graphoderus Stephens

触角基部付近に見られる２個の単眼は非常に大

きい．触角は６節で，第１節，第３節および第５

節がもっとも長く，第６節がもっとも短い．小腮

外葉はほぼ長方形で，上端には鎌状の突起および

小腮鬚をそなえる．小腮鬚は５節で，第２節，第

３節および第５節が長く，第１節および第４節が短

日本産ゲンゴロウ亜科幼虫概説
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い．下唇鬚は２節で，第１節がやや長い．唇舌は

単純．尾突起は短く，腹部第８節の１／２未満．前

胸腹板は縦長．各脚の腿節，脛節および�節，腹
部第７節および第８節に遊泳毛をそなえる．

マルガタゲンゴロウ属に関する過去の記載とし

ては，マルガタゲンゴロウを扱った中川（１９５４），

Nakanishi（２０００），カラフトマルガタゲンゴロウを

扱った Bertrand（１９２８），Watts（１９７０），Galewski

（１９７４，１９７５）， Nilsson （１９８２）， Klausnitzer

（１９９１），カラフトマルガタゲンゴロウの別亜種 G.

zonatus verrucifer を扱った Nilsson（１９８２）などが

ある．

マルガタゲンゴロウ

Graphoderus adamsii（Clark）

（図９，３１，５４）

体長２１．３２６．３mm．背面は黄褐色から褐色であ

るが，頭部中央部および前頭中央部はより黒化す

る．腹面は白色もしくは灰白色．ただし頭部，前

胸，腹部第７節および第８節の硬化した部分は褐

色を帯びる．脚は黄褐色．頭部は亜三角形で小さ

く，側縁はあまり湾曲しない．唇舌にそなえる６

本の刺は長い．

分布 北海道，本州，四国，九州．国外では朝

鮮半島，中国など．

カラフトマルガタゲンゴロウ

Graphoderus zonatus（Hoppe）

（図１０，３２，４５，５５，６１，６８）

体長２５．５３０．２mm．背面は褐色であるが，頭部

中央部，前頭中央部はより黒化する．腹面は白色

もしくは灰白色．ただし頭部，前胸，腹部第７節

および第８節の硬化した部分は褐色を帯びる．脚

は黄褐色もしくは褐色．頭部は亜三角形で大きく，

側縁は明瞭に湾曲する．唇舌にそなえる６本の刺

は短い．

分布 北海道（北部）．国外ではロシア，ヨー

ロッパなど．

日本産マルガタゲンゴロウ属（終齢幼虫）の

種への検索表

１（２）背面は黄褐色から褐色．頭部は小さく，側縁

はあまり湾曲しない（頭長２．４６２．９０mm，

頭幅１．６０１．８５mm，図３１）．唇舌にそなえる

６本の刺は長い（図５４）．国内では北海道（北

部を除く），本州，四国，九州に分布．

…………………………マルガタゲンゴロウ

２（１）背面は褐色．頭部は大きく，側縁は明瞭に湾

曲する（頭長２．９２３．２２mm，頭幅２．００２．３６

mm，図３２）．唇舌にそなえる６本の刺は短い

（図５５）．国内では北海道（北部）にのみ分

布． …………カラフトマルガタゲンゴロウ

日本産メススジゲンゴロウ属および各種の解説

メススジゲンゴロウ属

Acilius Leach

触角基部付近に見られる２個の単眼は非常に大

きい．触角は６節で，第１節，第３節および第５

節がもっとも長く，第６節がもっとも短い．大腮

内縁の基部付近に毛束をそなえる．小腮外葉はほ

ぼ長方形で，上端には鎌状の突起および小腮鬚を

そなえる．小腮鬚は５節で，第２節，第３節およ

び第５節が長く，第１節および第４節が短い．下

唇鬚は２節で，第１節がやや長い．唇舌は２岐す

る．前胸腹板は縦長でかなり幅狭い．尾突起は短

く，腹部第８節の１／２未満．各脚の腿節，脛節お

よび�節，腹部第７節および第８節に遊泳毛をそ
なえる．日本産両種は互いによく似ており，識別

は難しい．

メススジゲンゴロウ属に関する過去の記載とし

ては，メススジゲンゴロウを扱った神谷（１９３０），

中川（１９５４），林（１９８６），ヤシャゲンゴロウを扱っ

た奥野ほか（１９９６），佐藤・吉富（２００５）などがあ

る．また奥野ほか（１９９６）はヤシャゲンゴロウの

生活史に関して詳細に報告している．

メススジゲンゴロウ

Acilius japonicus Brinck

（図１１，３３，５６，６２）

体長２７．６３３．０mm．背面は灰褐色もしくは褐色

であるが，頭部は一部を除きより黒化する．腹面

は白色もしくは灰白色．ただし頭部，前胸，腹部

第７節および第８節の硬化した部分は褐色を帯び

る．脚は褐色もしくは黄褐色．頭部は亜三角形．

上 手 雄 貴
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唇舌は下唇鬚第１節とほぼ同長．唇舌にそなえる

６本の刺は短い．腹部第８節の長さは次種よりやや

長い．

分布 北海道，本州（中部以北）．

ヤシャゲンゴロウ

Acilius kishii Nakane

（図１２，３４）

体長２５．５３０．０mm．背面は灰褐色もしくは褐色

であるが，頭部中央部，側面および前頭中央部は

より黒化する．腹面は白色もしくは灰白色．ただ

し頭部，前胸，腹部第７節および第８節の硬化し

た部分は褐色を帯びる．脚は黄褐色．頭部は亜三

角形．唇舌は下唇鬚第１節とほぼ同長．唇舌にそ

なえる６本の刺は短い．腹部第８節の長さは前種

よりやや短い．

分布 本州（福井県夜叉ヶ池）．

日本産メススジゲンゴロウ属（終齢幼虫）の

種への検索表

１（２）体長はより大型（２７．６３３．０mm）．頭部は広

く黒化する（図３３）．腹部第８節の長さは第

７節の長さの１．３０１．３８倍．北海道，本州

（中部以北）に分布．…メススジゲンゴロウ

２（１）体長はより小型（２５．５３０．０mm）．頭部の黒

色部の発達は弱い（図３４）．腹部第８節の長

さは第７節の長さの１．２８倍．本州（福井県

夜叉ヶ池）にのみ分布．…ヤシャゲンゴロウ

日本産ゲンゴロウ属および各種の解説

ゲンゴロウ属

Cybister Curtis

単眼はいずれも小さい．頭頂部は歯状化しW

字型となる．触角は９節で，第１節および第２節

がもっとも長く，第９節がもっとも短い．大腮は

先端部から１／４辺りが暗色化して長毛をそなえる．

小腮の外葉は細長く，上端には小腮鬚をそなえる．

小腮鬚は９節で，第１節がもっとも長く，第５節

から第９節までがほぼ同長で短い．下唇鬚は４節

で，第１節がもっとも長く，第４節がもっとも短

い．唇舌を欠く．前胸腹板は２片に分かれる．尾

突起を欠く．各脚の腿節，脛節および�節，腹部

第７節および第８節に遊泳毛をそなえる．日本産

のすべての種は頭部の形態により容易に区別できる．

ゲンゴロウ属に関する過去の記載としては，コ

ガタノゲンゴロウを扱った森岡（１９５３），Bertrand

（１９７２），コガタノゲンゴロウの基亜種を扱ったDe

Marzo（１９７７），Klausnitzer（１９９１），コガタノゲン

ゴロウの別亜種 C. tripunctatus africanus を扱った

Nilsson（１９８８），ゲンゴロウを扱った中川（１９５４），

林（２００５），佐藤・吉富（２００５），コガタノゲンゴ

ロウおよびゲンゴロウを扱った福田ほか（１９５９），

クロゲンゴロウ，コガタノゲンゴロウおよびゲン

ゴロウを扱った Nakanishi（２０００），クロゲンゴロ

ウ，マルコガタノゲンゴロウおよびゲンゴロウの

飼育観察および頭楯前縁の形態に関して述べた市

川（１９８４）などがある．

クロゲンゴロウ

Cybister brevis Aube

（図１３，３５）

体長４１．５５１．０mm．背面は灰褐色もしくは黄褐

色から暗褐色で，黒色斑点を散布する．前胸から

腹部第８節の中央部には白色の条線をそなえる．

その両端には黒色の帯をそなえるが，硬化した部

分を除き不明瞭．側面および腹面は白色もしくは

灰白色．ただし頭部，前胸，腹部第７節および第

８節の硬化した部分は黄褐色から暗褐色を帯びる．

脚は黄褐色で，稀に暗色を帯びる．頭部は長方形．

頭楯前縁W字型切れ込みの幅は狭く，切れ込みの

両端の隆起は強い．

分布 本州，四国，九州．国外では朝鮮半島，

中国など．

トビイロゲンゴロウ

Cybister sugillatus Erichson

（図１４，３６）

体長４５．５５０．７mm．背面は灰褐色もしくは黄褐

色から暗褐色で，黒色斑点を散布する．頭部およ

び前胸は黒色化する個体も見られる．前胸から腹

部第８節の中央部には白色の条線をそなえる．そ

の両端には黒色の帯をそなえるが，硬化した部分

を除き不明瞭．側面および腹面は白色もしくは灰

白色．ただし頭部，前胸，腹部第７節および第８
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節の硬化した部分は黄褐色から暗褐色を帯びる．

脚は黄褐色．頭部は亜方形．頭楯前縁W字型切れ

込みの幅は狭く，切れ込みの両端の隆起は強い．

分布 南西諸島．国外では中国，台湾，東南ア

ジアなど．

コガタノゲンゴロウ

Cybister tripunctatus lateralis（Fabricius）

（図１５，３７）

体長４５．８５３．５mm．背面は灰褐色もしくは黄褐

色で，黒色斑点を散布する．中央部の白色条線は

消失するか，あっても痕跡程度．側面および腹面

は白色もしくは灰白色．ただし頭部，前胸，腹部

第７節および第８節の硬化した部分は黄褐色．脚

は黄褐色．頭部は亜方形．頭楯前縁左右の切れ込

みは非常に狭く，その両端は広く毛束をそなえる．

分布 本州，四国，九州，南西諸島，小笠原．

国外では中国，台湾，インドなど．基亜種 C. t.

tripunctatus はアフリカに分布．

マルコガタノゲンゴロウ

Cybister lewisianus Sharp

（図１６，３８）

体長４６．６５６．３mm．背面は灰褐色もしくは黄褐

色で，黒色斑点を散布する．前胸から腹部第８節

の中央部にはやや不明瞭な白色の条線をそなえる．

その両端の帯は不明瞭．側面および腹面は白色も

しくは灰白色．ただし頭部，前胸，腹部第７節お

よび第８節の硬化した部分は黄褐色．脚は黄褐色．

頭部は長方形．頭楯前縁W字型切れ込みの幅は狭

く，切れ込みの両端の隆起は弱い．

分布 本州，九州．国外では中国，インドシナ

半島など．

フチトリゲンゴロウ

Cybister limbatus（Fabricius）

（図１７，３９）

体長６６．２８３．８mm．背面は灰褐色もしくは黄褐

色で，黒色斑点を散布する．腹部第１節から腹部

第８節の中央部には白色，もしくは灰白色の条線

をそなえる．その両端には黒色の帯をそなえるが，

硬化した部分を除き不明瞭．側面および腹面は白

色もしくは灰白色．ただし頭部，前胸，腹部第７

節および第８節の硬化した部分は黄褐色．脚は黄

褐色．頭部は亜三角形．頭楯前縁W字型切れ込み

の幅は広く，切れ込みの両端の隆起は弱い．

分布 南西諸島．国外では中国，台湾，東南ア

ジアなど．

ヒメフチトリゲンゴロウ

Cybister rugosus（MacLeay）

（図１８，４０，６３）

体長６０．１７１．８mm．背面は灰褐色もしくは黄褐

色から暗褐色で，黒色斑点を散布する．前胸から

腹部第８節の中央部には白色の条線をそなえる．

その両端には黒色の帯をそなえるが，硬化した部

分を除き不明瞭．側面および腹面は白色もしくは

灰白色．ただし頭部，前胸，腹部第７節および第

８節の硬化した部分は黄褐色．脚は黄褐色．頭部は

長方形．頭楯前縁W字型切れ込みの幅は広く，切

れ込みの両端の隆起は強い．

分布 南西諸島．国外では中国，東南アジア，

インドなど．

ゲンゴロウ

Cybister japonicus Sharp

（図１９，４１）

体長６３．７７７．９mm．背面は灰褐色もしくは黄褐

色から暗褐色で，黒色斑点を散布する．中胸から

腹部第８節の中央部には白色の条線をそなえる．

その両端には黒色の帯をそなえるが，硬化した部

分を除き不明瞭．側面および腹面は白色もしくは

灰白色．ただし頭部，前胸，腹部第７節および第

８節の硬化した部分は黄褐色から暗褐色を帯びる．

脚は黄褐色．頭部は亜方形．頭楯前縁W字型切れ

込みの幅は広く，切れ込みの両端の隆起は強い．

分布 北海道，本州，四国，九州．国外では朝

鮮半島，中国，台湾など．

日本産ゲンゴロウ属（終齢幼虫）の種への検索表

１（２）頭楯前縁W字型切れ込みの幅は狭い（図３５

３８）．より小型（４１．５５６．３mm）． ……３

２（１）頭楯前縁W字型切れ込みの幅は広い（図３９

４１）．より大型（６０．１－８３．８mm）． ……９

上 手 雄 貴

１３８



３（４）頭楯前縁W字型切れ込みの幅は非常に狭い

（図３７）．中央部の白色条線は消失するか，

あっても痕跡程度（図１５）．

…………………………コガタノゲンゴロウ

４（３）頭楯前縁W字型切れ込みの幅は前種より広い

（図３５，３６，３８）．中央部には明瞭な白色条線を

そなえる（図１３，１４，１６）．…………………５

５（６）頭楯前縁W字型切れ込みの両端の隆起は弱い

（図３８）．…………マルコガタノゲンゴロウ

６（５）頭楯前縁W字型切れ込みの両端の隆起は強い

（図３５，３６）．…………………………………７

７（８）頭部は長方形（図３５）．国内では本州，四国，

九州に分布． ………………クロゲンゴロウ

８（７）頭部は亜方形（図３６）．国内では南西諸島に

分布． …………………トビイロゲンゴロウ

９（１０）頭部は亜三角形．頭楯前縁W字型切れ込み

の両端の隆起は弱い（図３９）．

…………………………フチトリゲンゴロウ

１０（９）頭部は亜方形もしくは長方形．頭楯前縁W

字型切れ込みの両端の隆起は強い（図４０，４１）．

………………………………………………１１

１１（１２）頭部は亜方形．頭楯前縁中央の毛束は長い

（図４１）．国内では北海道，本州，四国，九州

に分布． …………………………ゲンゴロウ

１２（１１）頭部は長方形．頭楯前縁中央の毛束は短い

（図４０）．国内では南西諸島にのみ分布．

……………………ヒメフチトリゲンゴロウ

日本産ゲンゴロウモドキ属および各種の解説

ゲンゴロウモドキ属

Dytiscus Linnaeus

単眼はいずれも小さい．触角は７節で，第２節

がもっとも長く，第７節がもっとも短い．小腮の

外葉は細長く，上端には小突起および小腮鬚をそ

なえる．小腮鬚は７節で，第３節がもっとも長く，

第２節，第４節および第６節がほぼ同長でもっと

も短い．下唇鬚は４節で，第２節がもっとも長く，

第１節および第３節がほぼ同長でもっとも短い．

唇舌を欠く．尾突起は短く，腹部第８節の１／２程

度．各脚の腿節，脛節および�節，腹部第７節，
第８節，尾突起に遊泳毛をそなえる．日本産３種

は互いによく似ており，識別は難しい．

ゲンゴロウモドキ属に関する過去の記載として

は，エゾゲンゴロウモドキの基亜種を扱った Ber-

trand（１９２８，１９７２），Galewski（１９７１，１９７３），De

Marzo（１９７７，１９７９），Nilsson（１９８２，１９８８），

Klausnitzer（１９９１），ゲンゴロウモドキを扱った

Kincaid（１９００），Watts（１９７０），日本産３種を扱っ

た Kamite（２００３）などがある．またシャープゲン

ゴロウモドキの飼育観察記録として猪田・都築

（１９９９），富沢（２００１），エゾゲンゴロウモドキの飼

育観察記録として猪田（２００１）などがある．

シャープゲンゴロウモドキ

Dytiscus sharpi Wehncke

（図２０，５７，６４，６６，６９）

体長４３．４５５．４mm．他の２種よりやや小型．背

面は灰褐色もしくは黄褐色から暗褐色であるが，

ゲンゴロウモドキに比べてより淡色．側面および

腹面は白色もしくは灰白色．ただし頭部，前胸，

腹部第７節および第８節の硬化した部分は黄褐色

から暗褐色を帯びる．脚は黄褐色．頭部は亜方形

で，大腮の湾曲は他の２種より弱い．下唇側面に

は多くの短毛をそなえる．前胸腹板は腎臓形で，

幅は長さの２．３２倍．�節前方腹面縁に３７本の二
次毛をそなえる．

分布 本州．

エゾゲンゴロウモドキ

Dytiscus marginalis czerskii Zaitzev

（図２１，６７）

体長５１．５５５．３mm．背面は他の２種より明瞭に

淡色．体の中央付近両端には２本の褐色を帯びた

線が入る．側面および腹面は白色もしくは灰白色．

ただし頭部，前胸，腹部第７節および第８節の硬

化した部分は黄褐色から暗褐色を帯びる．脚は黄

褐色．頭部は亜三角形．大腮は大きく，湾曲が強

い．下唇側面の短毛を欠く．前胸腹板は亜方形で

幅は長さの１．５８倍．�節前方腹面縁に０２本の二
次毛をそなえる．

分布 北海道，本州（東北地方）．国外では極東

に分布．基亜種D. m. marginalisはロシアからヨー

ロッパにかけて広く分布．
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ゲンゴロウモドキ

Dytiscus dauricus Gebler

（図２２，５８，６５）

体長５０．３５３．８mm．背面は日本産３種の中では

もっとも暗色．側面および腹面は白色もしくは灰

白色．ただし頭部，前胸，腹部第７節および第８

節の硬化した部分は黄褐色から暗褐色を帯びる．

脚は黄褐色．頭部は亜三角形．下唇側面の短毛を

欠く．前胸腹板は亜方形で幅は長さの１．５４倍．�
節前方腹面縁に３７本の二次毛をそなえる．

分布 北海道，本州（青森県）．国外ではロシ

ア，北アメリカ．

日本産ゲンゴロウモドキ属（終齢幼虫）の

種への検索表（Kamite，２００３より引用）

１（２）体の中央付近両端には２本の褐色を帯びた線

が入る（図２１）．�節前方腹面縁に０２本の
二次毛をそなえる（図６７）．

………………………エゾゲンゴロウモドキ

２（１）体の中央付近両端には不明瞭な２本の褐色を

帯びた線が入るが，時に消失する（図２０，

２２）．�節前方腹面縁に３７本の二次毛をそ
なえる（図６６）．……………………………３

３（４）下唇側面には多くの短毛をそなえる（図５７）．

前胸腹板は腎臓形で，幅は長さの２．３２倍．

前方の縁は明瞭に切れ込む（図６４）．本州

（東北地方を除く）に分布．

…………………シャープゲンゴロウモドキ

４（３）下唇側面の短毛を欠く（図５８）．前胸腹板は

亜方形で幅は長さの１．５４倍．前方の縁はゆ

るやかに切れ込む（図６５）．国内では北海道，

本州（青森県）に分布．

……………………………ゲンゴロウモドキ
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